
（案） 資料１ 

                  令和２年（2020 年） 月  日  

 越谷市長 高 橋   努 様 

越谷市総合振興計画審議会 

                       会 長 石 﨑  一 宏 

    第５次越谷市総合振興計画前期基本計画（素案）について（答申） 

令和２年６月２３日付け、越政第５９号をもって諮問のありました事項のうち、

第５次越谷市総合振興計画前期基本計画（素案）について、別紙のとおり答申しま

す。 



別 紙 

答  申

本審議会において、第５次越谷市総合振興計画前期基本計画（素案）について、

慎重に審議した結果、基本構想で示された本市の将来像を実現するための各分野

における施策、まち・ひと・しごと創生法に基づく越谷市総合戦略、さらには、

新たなまちづくりの視点として掲げる推進ビジョンなど、今後５年間のまちづく

りの計画としては概ね妥当であると判断し、下記を付帯意見として添え、答申と

いたします。

なお、本審議会は、新型コロナウイルス感染拡大防止に留意しながら審議を重

ねてきましたが、審議を終えた時点でも、未だ新型コロナウイルスの終息は見え

ていません。各施策を推進するうえで、この感染症による影響は見通せない状況

にありますが、付帯意見を踏まえ、今後５年間のまちづくりが推進されることを

望みます。

 また、本審議会で出された各委員の意見につきましては、今後、前期基本計画

の策定を進めるにあたり、十分参考とされるよう望みます。

記

推進ビジョン

 １ 「新たな日常」の視点によるまちづくりとして「新たな視点での危機管理」

及び「新たな視点での行政サービスの提供」の二本立てとしているが、さら

に、もう一本の柱として「持続可能な開発目標（SDGｓ）」を加えること。



分野別計画 

大綱１ 多様な人が交流し、参加と協働により発展するまちづくり

１ 市民と協働のまちづくりに関して、いかに多くの市民を巻き込むかという

視点に立ち、市民からの事業提案など、新たな協働の仕組みづくりに取り組

むこと。

自治会の活性化に関して、自治会の魅力を高め、多くの市民の加入・参画

を促進するため、時代の変化や社会の変容に則したあり方・運営方法を示す

など、自治会活動に対するさらなる支援に取り組むこと。 

市政情報の提供に関して、市からの発信だけでなく、地域コミュニティ組

織や市民活動団体などからの情報発信の支援に取り組むこと。

２ 人権問題に関して、次世代を担う子どもの人権について明記し、その推進

に取り組むこと。また、外国籍市民が増加するなか、国籍の違いにかかわり

なく市民どうしの相互理解を支援するなど、多文化共生の推進に取り組むこ

と。

３ 行政のスマート化に関して、市民に身近な公共施設において通信環境の整

備を推進するなど、市民の利便性向上に取り組むこと。また、行政手続きの

オンライン申請等をより多くの市民が活用できるよう、利用方法の周知等に

取り組むこと。

公共施設に関して、今後の人口減少社会に合わせた適正な施設の配置に取

り組むこと。

財政状況が厳しいなか、多様な財源の確保に取り組むこと。

 大綱２ みんなが健康で共生して住み続けられるまちづくり

１ 地域福祉体制の充実に関して、地域福祉の中心的な役割を担う民生委員・

児童委員と自治会との連携強化など、住民相互の助け合い・支え合いのさら

なる推進に取り組むこと。



 ２ 子どもの居場所づくりに関して、特に小中学生などに対し、公共施設の柔

軟な運用・管理体制を整備するなどして、身近に安心して過ごせる場所を提

供し、子どもの自主性・創造性を育む環境の充実を図ること。

 ３ 障がい者（児）が安心して暮らせる環境づくりに関して、障がいのある人

もない人も、幼少期から互いにふれあう機会を創出するなど、障がいへの理

解を深める取組みの充実を図ること。

４ 高齢者の生きがいづくりに関して、認知症予防につながる趣味やボランテ

ィア活動に参加できる身近な居場所の整備に取り組むこと。

認知症の人にやさしい地域づくりに関して、認知症についての理解を深め

るため、小中学生などに対しても積極的な啓発に取り組むこと。

高齢者の就業に関して、意欲ある高齢者が就業できるよう、支援策のさら

なる充実を図ること。

 大綱３ 都市と自然が調和した集約と連携によるまちづくり

 １ 定住促進に関して、市民の定住志向を高めるため、本市の充実した都市基

盤施設や自然との調和、さらには本市が有する地域資源、といった魅力の積

極的な情報発信とともに、新たな魅力の創出に取り組むこと。また、市民と

協働して景観資源に対する愛着の向上に取り組むこと。

このような取組みにより、新規転入者の定住増加を図ること。

２ 道路の整備に関して、慢性的な交通渋滞の解消を図るとともに、事故が 

多発する路線においては、事故防止に必要な整備・改修を行い、構造上の課

題の解決に取り組むこと。また、都市計画道路の整備に関して、計画的な推

進に取り組むこと。

歩道の整備に関して、道路照明灯の設置や無電柱化、バリアフリー化によ

り、子どもから高齢者、障がい者など全ての歩行者が安全、安心、快適に通

行できる環境の整備に取り組むこと。



３ 緑化の推進に関して、子どもから高齢者まで多世代が集う公園に木陰をつ

くるとともに、公園・緑道だけでなく、街路樹などの街なかの緑地を含めた

一体的な緑地空間の整備に取り組むこと。

４ 空き家等対策に関して、少子高齢化の進行に伴う空き家等の増加を想定し、

高齢化社会に対応した的確な対策の推進に取り組むこと。

大綱４ 持続可能で災害に強い安全・安心なまちづくり

１ 地球温暖化防止対策の推進に関して、基本計画の５か年という計画期間に

鑑み、低炭素社会から脱炭素社会の構築へと段階的なまちづくりに取り組む

こと。

２ 災害対策の推進に関して、東日本大震災の経験と教訓が取り入れられた

「仙台防災枠組２０１５－２０３０」を踏まえ、災害への備えについて強化

を図るとともに、総合的な災害リスク管理に取り組むこと。

地域防災力の向上に関して、災害時に迅速かつ的確に対応するため、地域

防災の担い手となる市民一人ひとりの防災意識の高揚を図ること。

消防団の充実に関して、若年層を含む市民に対し、地域消防の重要性につ

いて周知・啓発を図ること。また、消防団員が活動しやすい環境の整備に取

り組むこと。

３ グリーンインフラストラクチャーの推進に関して、自然環境が有する多様

な機能を活用し、防災・減災などの地域課題の解決や地域振興を図るため、

グリーンインフラストラクチャーの趣旨に則したまちづくりに取り組むこ

と。

※「グリーンインフラストラクチャー」…自然環境が有する機能を社会における様々な課

題解決に活用しようとする考え方で、米国で発案された社会資本整備手法のこと。



大綱５ 魅力ある資源を活かし、都市の活力を創造するまちづくり

１ 首都近郊に位置する本市の農業に関して、さらなる地産地消の推進や農産

物販路開拓のほか、加工品開発の支援など、農業経営の支援強化に取り組む

こと。また、本市の地理的特性に応じた農地の保全・活用に取り組むこと。

大綱６ みんなが主体的に学び、生きがいを持って活躍できるまちづくり

 １ 小中一貫型小中学校の整備に関して、対象校の拡充を含め、積極的な推進

に取り組むこと。

幼児期から学齢期への移行に関して、情報技術の活用などにより教育の連

続性を確保し、教育の底上げに取り組むこと。また、すべての子どもたちを

虐待から守るため、情報技術を活用するなどして、継続的に子どもたちを見

守る体制の整備に取り組むこと。

 ２ 市民の生涯にわたる学びに関して、市の歴史資料を収集し、一括展示する

施設の整備に取り組むこと。

３ スポーツ・レクリエーション活動の推進に関して、幅広い世代の市民に対

し、スポーツ観戦機会の充実などによりスポーツに対する興味・関心を喚起

し、地域と連携しながらスポーツ・レクリエーション活動に親しむ人口の増

加を図ること。

市民の健康増進に関して、ウォーキングなどの生涯スポーツに取り組む機

会のさらなる拡充を図ること。

スポーツ・レクリエーション活動を支援する環境の充実に関して、市民が

安全、快適にスポーツ・レクリエーション活動に親しめるよう、体育施設の

適正な維持・管理、必要に応じた改修に取り組むこと。



まち・ひと・しごと創生 越谷市総合戦略

 １ 持続性のある産業育成に関して、企業規模、業種、業態等に関わりなく、

あらゆる産業に対する支援策の拡充に取り組むこと。

 ２ 持続的に農業が行われる環境づくりに関して、食の安全性への関心や健康

志向の社会的な高まりに鑑み、有機農業の導入支援など本市農業の高付加価

値化に取り組むこと。

 ３ 雇用対策に関して、新型コロナウイルスの感染拡大により、リモートワー

クなど職場と離れて居住しながら就労を可能とする新たな働き方が広まる

なか、こうした働き方をする人たちに選ばれる都市となるための施策に取り

組むこと。

 ４ 少子化対策に関して、これから出産する人や出産を希望する人への支援策

のさらなる拡充に取り組むこと。

以 上 


